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鄲，謂魏王曰 ： ‘今一人言市有虎，王信之乎 ？ ’ 王曰 ： ‘否。’ ‘二人言市有虎，王信之乎 ？ ’
王曰 ： ‘寡人疑之矣。’ ‘三人言市有虎，王信之乎 ？ ’ 王曰 ： ‘寡人信之矣 ！ ’ 恠葱曰 ： ‘夫市
之無虎明矣，然而三人言而成虎。今邯鄲之去魏也遠于市，而議臣者過于三人，願王察之。’”
これは戦国時代，魏の太子が人質として趙の国へ赴くに当たり，これに同行することになっ







































































































































































































１ “孫思 医虎”（孫思 ，虎を治す）
そん し ばく
〈河南巻 ～ より〉（あらすじ）
医者の孫思 はある年，家族を連れて唐河県の九里溝という所へ移り住んだ。彼がアン
ズの花を好んだので，人々は治療のお礼に彼の家の周りにアンズの木を植えていき，やが
て九里溝は立派なアンズの林になった。
ある日，往診の帰り道，孫思 が虎豹嶺を通り掛かると，何と道の真ん中に虎が寝そべっ
ていた。彼はびっくり仰天し，あわてて左へよけたが，それに合わせるように，虎も道の
左にやって来て通せんぼする。そこで今度は右へよけると，こちらも虎に阻まれてしまい，
それならばと来た道を引き返そうとしたが，虎はすばやく彼の前に立ちはだかった。さて
は私を食おうというのだな。孫思 は腹をくくり，地面にどっかと座って言った。「食うな
ら食え。」この言葉に虎は首を振り，彼に身を擦り寄せてきたので，孫は頭をひねった。「私
を食おうというのではないのか。では一体……。」見ると虎が前足で自分の腕を指している
ので，勇気を出してその腕をさすってみると，茶碗の口ほどもあるできものがあった。こ
やつ，治療をして欲しかったのか。そこで針をできものに突き刺し，膿を絞り出してから，
膏薬を張ってやると，虎はぺこりとお辞儀をし，しっぽを振って去っていった。
それから十日あまりもたったころ，薬草採りの帰り道，孫思 はまたもや虎に通せんぼ
された。左へよけると虎も左へ，右へよけると虎も右へ。よく見ると，先日の虎ではない
か。そこでできものを触ってみると，ほぼ完治していたので虎に言い聞かせた。「おまえは
治ったよ，もう私に用はなかろう。」すると虎が自分に擦り寄ってきて身を伏せ，しっぽで
背中をたたくので，孫は試しに聞いてみた。「おまえの背に乗せてくれるというのか。」虎
─ ─
愛知大学 言語と文化
はうんうんとうなずいた。「傷が治ったばかりのおまえに乗るわけにはいかんよ。」けれど
も虎がどうしても彼を行かせようとしないので，あきらめた孫はやむなく虎にまたがり，
家まで送ってもらった。それ以来，虎はアンズの林に常駐し，孫の送り迎えをするように
なった。行き先がどこであろうと，どんなに遠くであろうと，孫が外出するとなると，虎
は必ず彼を乗せて往復し，夜には彼の家の前で番をしたという。これが後世に名高い“虎
守杏林”（虎がアンズの林の番をする）のいわれであり，孫思 が虎に乗って往診に行く様
を描いた昔の年画もこの昔話から生まれたのである。
２ “虎豹比武”（虎と豹が武芸を競う）
〈四川巻 ～ より〉（あらすじ）
昔々，豹は虎の弟子であり，虎から武芸十八般を学んだが，やがて山の獣たちが虎を大
王様と仰いでいることに不満を抱き始めた。
ある日，豹は山の獣たちに言った。「虎は俺の師匠だが，大したことないぜ。武芸にかけ
ては俺の方が上だ。」
獣たちは目を丸くして尋ねた。「証拠でもあるのかい。」
「大ありさ，何てったって俺はやつが身に付けている武芸十八般はもちろん，ほかの武芸
だってできるんだからな。」豹は大風呂敷を広げた。
獣たちはいぶかしげに言った。「でたらめ言いやがって，おまえの武芸が師匠より上だな
んて信じられるかい。」
「疑うんなら，明日虎と試合をしてやろうじゃないか。その目でとくと見るがいい。」そ
う言い捨てると，すぐさま虎のもとへ向かった。
そして虎に，「あんたは百獣の王らしいが，武芸にかけちゃ俺の方が上に決まってる」と
言い放った。
虎はこれを聞いて腹立たしく思ったが，何も言わなかった。ただ腹の中で，私からちょっ
と武芸を習ったぐらいで天狗になりおって，相手にしておれんわい，と思っていた。
虎が口を開こうとしないのを見て，怖気づいたのだと思い込んだ豹は，さらに図に乗っ
て言った。「異存があるなら，明日決着をつけようじゃないか，山の獣たちの前で。」
「分かった」と虎は答えた。
そして翌日，獣たちが見守る中，両者の試合が始まった。開始早々，豹はものすごい勢
いで虎に飛び掛かっていったが，虎が落ち着き払ってすっと身をかわしたので，豹は勢い
余って岩に頭を打ち付け，気を失ってしまった。
正気に返り，大いに恥じ入る豹に虎は言った。「武芸はこつこつと磨くものだ，少々派手
な技を覚えたぐらいでは話にならんわ。」
虎のイメージに関する一考察
─ ─
３ “老虎為什麼不会上樹”（虎が木登りできない訳）
〈北京巻 より〉（あらすじ）
猫が虎に似ているのか，それとも虎が猫に似ているのか。猫は小さななりをしているが，
実は虎より年長で，虎の伯父に当たる。だから虎が猫に似ているというのが正しい。
虎がおじさんに似ているのは見掛けだけではない。一挙手一投足までもすべておじさん
似である。虎は飛び掛かる，飛び跳ねる，身をかわす，身を翻す，など数々の武術を身に
付けているが，これもすべて猫おじさんから教わったものだという。けれどもなぜ木登り
は教わらなかったのだろう。
虎は生まれつき顔立ちが立派で，周囲を威圧し，百獣がひれ伏すような風格を備えてい
た。おまけにすさまじい力の持ち主で，走ると足元に風が起こり，高い所から吠えると山
や地が揺れるほどであった。猫おじさんは虎を非常にかわいがり，自慢の武術をすべてこ
の甥っ子に伝授して百獣の王に鍛え上げてやろうと思い，ある日，甥っ子に言った。「わし
の武術をすべて会得したら，おまえは動物たちの頂点に君臨できるだろうよ。」虎は大喜び
で，その日からおじさんに弟子入りした。
何日か修行した後，虎は猫に，「もうどのくらい技を覚えたのでしょうか」と尋ねたが，
「まだまだ序の口だ。気が早いぞ」と言われ，それを謙虚に受け止めた。
また何日か修行して，虎は尋ねた。「おじさん，もうどのくらい技を覚えたんだろう。」
「ようやく半分というところだな。」これを聞いて思い上がった虎の心の中で，良からぬ考
えが頭をもたげてきた。将来，俺が百獣の王になったら，上に立つのは俺か，それとも猫
の野郎か。
また何日か修行して，虎はおじさんに向かって乱暴に吠え立てた。「おい，技はあといく
つあるんだよ。」猫は様子がおかしいことに気付いて一計を案じ，「これで免許皆伝だ，も
うおまえに教えることは何もない」と答えた。すると虎は手の平を返したように殺気をみ
なぎらせ，「腹が減ったからおまえを食ってやる」と怒鳴って猫に躍り掛かった。が，猫は
ひらりと飛び上がり，大きな木の根元へ着地すると，するすると樹上に登っていった。こ
れを見た虎はしばし呆然としたが，すぐさまこずえに座る猫にねだり始めた。「木登りなん
て，まだ教わってないよ，教えて，ねえ，教えてったら。」猫は木の上から冷たく言い放っ
た。「この極悪非道の恩知らずめが，おまえなんぞに木登りを教えたら，わしはひとたまり
もないわ。」
虎が木登りを覚えられなかったのは，おじさんにむごい仕打ちをしたからなのである。
４ “老虎外婆”（虎のおばあちゃん）
〈浙江巻 ～ より〉（あらすじ）
─ ─
愛知大学 言語と文化
昔々，ある幼い姉妹がおり，ある日，お母さんがおばあちゃんの家へ行くので，二人で
留守番をすることになった。出掛ける前，お母さんは二人に言いつけた。「夜は早く寝るの
よ，むやみにお外に出てはいけません。」
夜，姉妹がご飯を食べ終わると，突然誰かが戸をたたいた。「どなた」と尋ねると，「私
だよ，おばあちゃんだよ」との返事。姉妹はおばあちゃんが来たと知って，大急ぎで戸を
開けた。その拍子に風で明かりが消えてしまったので，姉が再び明かりをつけようとする
と，おばあちゃんは言った。「明かりをつけないでおくれ。このところ目が痛くてね，明か
りを見るのがつらいんだよ。」
姉妹が腰掛けを取りに行こうとすると，おばあちゃんは言った。「ああ，いらないよ。こ
このところお尻におできができてね，腰掛けに座ると痛いんだ。代わりに酒つぼを持って
きておくれ。」
そしておばあちゃんは姉妹が持ってきた酒つぼに腰掛けたが，おばあちゃんが長いしっ
ぽをつぼの中に垂らしているのを見た妹は尋ねた。「おばあちゃんには何でしっぽがある
の。」おばあちゃんはあわてて答えた。「これはしっぽじゃないよ，年寄りが巻く毛糸の帯
さ。」妹は今度，おばあちゃんの体に生えた毛をなでながら尋ねた。「おばあちゃんは何で
毛むくじゃらなの。」「これは毛じゃないよ，おじいちゃんが買ってくれた毛色の外套さ。」
少し間を置き，おばあちゃんは再び口を開いた。「おまえたち，おばあちゃんのほっぺに
ちゅっとしておくれ。そしたら飴をあげるよ。」姉妹たちがそばに来ると，おばあちゃんは
二人をなで回してつぶやいた。「うんうん，お姉ちゃんは肉付きがいいねえ。おっと，よだ
れが出ちまったよ。こっちの子は……。おや，肉がこれっぽっちもありゃしない。」そして
すぐに，「もう遅いから寝るとしよう。おばあちゃんと一緒に寝るのはどっちだい」と言
い，姉がおばあちゃんの胸に飛び込んでいった。妹も一緒に寝たいと思ったが，おばあちゃ
んにはしっぽがある上，毛むくじゃらなのを思い出し，怖くなっておばあちゃんたちと別々
に寝ることにした。
夜中，妹はおばあちゃんがぴちゃぴちゃと何かを食べているのに気が付いた。「おばあ
ちゃん，何を食べてるの。」「お菓子だよ。」「私にもちょうだい。」おばあちゃんがくれたお
裾分けを触ってみると，それはお菓子などではなく，何と人間の指であった。妹はおばあ
ちゃんが偽者だと悟り，知恵を振り絞った。「おばあちゃん，うんちがしたい。」「床にして
おきな。」「床には虫がいるもの。」「じゃあ，壁にしたらいい。」「壁には壁虫がいるの。」
「じゃあ，かまどの後ろ。」「かまどの後ろにはかまど虫がいるの。」「なら，おまえにひもを
くくり付けてやるから，あっちの部屋へ行っといで。」
妹はその部屋へ行くと，ひもを大きな石に縛り付けた。「済んだかい。」「まだ。」そして
ずいぶんたったころ，しびれを切らしたおばあちゃんはひもを手繰り寄せたが，ひもの先
虎のイメージに関する一考察
─ ─
に付いて来たのは大きな石。孫が逃げたことを知ったおばあちゃんは，すぐさま後を追い
掛けて庭に飛び出した。すると上からくすくすと声がするので，見上げてみると木の上に
妹がいた。「そこにいたのかい，待っておいで，すぐに登っていって，おまえを食ってやる
よ。」「おばあちゃん，来ないで，その代わり木の実を取ってあげるから。」妹はおばあちゃ
んの口に木の実を放り込んだ。「おいしいでしょ，ほら，お口を大きく開けて。」そう言う
と妹は，おばあちゃんの喉目掛けて鋭い短刀を投げ込み，息の根を止めた。偽のおばあちゃ
んの正体は虎の化け物であったという。
５ “龍虎為什麼相斗”（竜と虎が戦う訳）
〈吉林巻 より〉（あらすじ）
その昔，竜と虎はある柳の大木の下で兄弟の契りを結んだ仲であったという。竜が兄，
虎が弟で，彼らは毎日柳の下で酒を酌み交わし，一心同体と思われるほど仲むつまじかった。
やがて，樹齢1000年を経て霊力を授かった柳の木が，竜と虎の仲の良さに悪意を抱くよ
うになった。ある日，竜がいつものように酒と肴を携えて柳の下にやって来た。しばらく
待っていたが，虎が来ないので，どうしたのだろうと思い始めたところへ，柳の精がささ
やいた。「あなたはお人よしですね，まだ虎を待っているなんて。虎はさっき来ましたが，
口を極めてあなたをののしった上，あなたなんか友達じゃないと捨て台詞を残して去って
いきましたよ。」竜はこれを聞いて腹を立てた。こんなによくしてやってる俺をののしるな
んて。おのれ許せん，落とし前をつけに行くぞ。竜は怒りのあまり，物も言わずに去って
行った。
竜が立ち去ったすぐ後，今度は虎が酒と肴を携えて柳の下にやって来た。しばらく待っ
ていたが，竜が来ないので，どうしたのだろうと思い始めたところへ，柳の精が再びささ
やいた。「あなたはお人よしですね，まだ竜を待っているなんて。竜はさっき来ましたが，
口を極めてあなたをののしった上，あなたなんか友達じゃないと捨て台詞を残して去って
いきましたよ。」虎はこれを聞いて腹を立てた。こんなによくしてやってる俺をののしるな
んて。おのれ許せん，落とし前をつけに行くぞ。虎は怒りのあまり，物も言わずに去って
行った。
翌日，竜も虎も手ぶらでやって来た。竜は虎の剣幕を見て，ますます柳の精の話を信じ
た。虎もまた竜の剣幕を見て，柳の精の話は本当だったと確信した。義兄弟たちは両者鼻
息荒く，どちらも口を開かぬまま取っ組み合いを始め，日が暮れるまで殴り合った。柳の
精は胸躍らせてこの戦いに見入り，一人悦に入ったのであった。
格闘は結局三日三晩続き，どちらも満身創痍，さらに飢えと疲れも重なって，竜も虎も
どうと地に倒れ，そのまま息絶えた。
─ ─
愛知大学 言語と文化
それから一人の乞食が柳の木の下に竜と虎の屍を見付け，すぐさま親分に知らせた。「大
柳の所に竜と虎が死んでます，わしら数人で食っても何日かは持ちますぜ。」そこで乞食た
ちは手に手に鍋釜を携えて，柳の木の下にぞろぞろと出掛けていき，かまどをしつらえて
竜と虎の肉を鍋で煮込み始めた。ところがまきが乏しくなったので，乞食たちは柳を切り
倒し，さっさとかまどにくべてしまった。「とほほ，人の仲は裂くもんじゃない。おかげで
竜も虎も鍋の中，そして私も……。」柳の精はかまどの中でぼやくしかなかった。
民話１は人と虎が互いを思いやる美談であり，こうした話はほかにも見られるが，いず
れも虎の義理堅さを描いている。ここに見られる虎は，凶暴で，人を食べはするが，一方
で人の情けを解し，恩に報いるという姿で描かれており，人々の虎に対する矛盾した心理
を反映している。民話２，３は虎と豹，虎と猫の話であり，虎とほかの動物を描いたもの
はほかにも数多くある。あるものは百獣の王として隆盛を極め，畏敬の念を抱かせる虎を
描き，あるものは間抜けで不誠実，そして残酷な虎を描いているが，これもまた，虎に一
目置きながらも恐れを抱く，人々の矛盾した心理を映し出している。民話４のような，虎
が女性に化ける話は江蘇巻・陝西巻・四川巻・吉林巻にもあり，民話４で，虎は残忍で狡
猾な悪女に化けているが，別の話では優しく気立ての良い女性に化けたりしている。ただ
いずれにせよ，このたぐいの物語は必ずといっていいほど，「人間界から姿を消して山林へ
戻っていく」という結末に終わる。こうした神話や昔話から，虎と人間の緊張関係が読み
取れるが，さらに太古の昔，天と人が一つで，人と獣も近しかったころを懐かしむ気持ち
も感じられるのである。民話５は虎と竜の物語であるが，中国の伝統文化において，虎は
竜に次ぐものとされていた。ただし守護神としては，その地位に高低の別はなく，『周易』
では竜虎を乾坤，天地，陰陽，男女にたとえており，兵法書の『六韜』では強豪が相争う
ことを“龍虎斗”（竜虎の闘い）と称している。このほか，中国医学には“龍虎針法”，書
道には“龍虎篆”があり，昔，科挙の合格者を発表することを“發 ‘龍虎榜’”といった。
竜虎は古代中国で最も重要な守護神，霊獣であり，相互に補完し合い，剛柔が均衡し，陰
陽相和す，という文化意識を体現する竜虎は，中華民族の文化に広く，深く影響を与えた。
前述した言葉にもこの点が見受けられ，例えば“龍争虎斗”（竜虎相搏つ）のように竜虎を
対比させるところにも，民族間の衝突と融合の歴史が秘められている。中華民族は多くの
民族が混ざり合って形成された民族であり，原始集落はそれぞれ独自の崇拝対象を持って
いたが，やがて竜をあがめる集落と虎をあがめる集落が二大勢力となって竜虎に対する崇
拝を各集落に広め，ついに竜虎は全国でも一二を争うほどの絶大な信仰を集めるに至った
のである。
虎のイメージに関する一考察
─ ─
４ 「虎」と十二支
虎は十二支の第三位であり，十二の干支の「寅」に当てはめられている。この「寅」と
いう字は，眼光鋭く獲物を狙い，王者の貫禄を漂わせて真正面から迫ってくる猛虎をほう
ふつとさせる。甲骨文字の初期の寅の字は矢の形をしているが（図６・７），『説文』によ
れば，寅の字は春を間近に控えて上昇する陽の気を表しており，この気は地表が凍土に覆
われていても，それを突き破って噴き出してくるという。つまり寅に虎を当てるのは，虎
の雄々しく力強い意気が不屈であることを雄弁に物語っているのである。十二支と人の運
勢には深い関連があるとする説は昔から跡を絶たず，十二支が人の性格や運命を決め，十
二支から性格や将来の運勢を予見できるなどといわれてきた。十二支によって人生を占う
ことは，実は十二支の動物が有している特徴を人間に宿らせようとする行為であり，古代
人は，十二支のいずれかの動物神が人の生年月日を支配し，その人の生涯の性格や運命に
大きな影響を与えると考えていた。十二支占いはシビアにいってしまえばただの迷信であ
るが，一種の遊びとして捉えるならそれなりの面白みがある。また十二支の動物にはそれ
ぞれ秀でたところがあり，人々は自分の干支に特別な愛着を抱き，自分にもその干支の特
徴があって当然と考えているため，意識するしないにかかわらず，思考や行動においても
干支のまねをし，少しずつその長所を伸ばして短所を克服していき，やがては干支と似通っ
た性格的特徴を形成するのであろう。
“虎在東方，象征着強大威猛，象征着権力，属虎的人也同様引人注目是一個又熱情膽子又
大又愛造反的人，為人処事也是一個難以捉摸的人物受人敬重，它能使家庭避開三大災難，
那就是火，賊和鬼，假如廰能対它那生龍活虎的性格能習慣，那麼在虎的周囲会很幸運，属
虎的人対生活是楽観的，也很有感染力，它能喚起人們心中的各種感情，唯独没有冷漠。総
之，属虎的人很容易成為吸引人和注意的中心，由于它生來就不知疲倦並有些魯莽，因為它
通常行動很快， 他生性多疑和揺擺不定，常作出草率决定作事也非常公開， 従不儚在心里，
図６ 図７
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同時在為人方面，也是個誠実柔情慷慨大方的人，而且具有奇妙的幽黙感，属虎人的生活意
志是很強的，不管他現在有多麼潦倒，所遭受的打撃和成見有多深，他都表現出不在乎和毫
不気餒，幤怕是只剰一星火花他也要用它点燃生命之火，顕示出永不熄滅的頑強的精神，属
虎的人大体有両種，一種是温和的敏感的和有同情心的，一種是頑固自私不講理的，属虎人
内心世界是浪漫的，他愛玩，感情豊富，與它恋愛和結婚姻会有很多感受，他或挧在嫉妬時
会表現出過分的梺有欲和愛争剏，有意思的是，他一生中有両缺点竟是魯莽和優柔寡断，総
之，属虎人是開朗的楽観的。”（訳：虎は東に位置し，強大，勇猛，権力を象徴しているが，
これは寅年生まれの人にも通じる特徴で，彼らは意欲的で度胸があり，反骨精神が旺盛で
ある。そのキャラクターやライフスタイルはベールに包まれており，人に尊敬される。寅
年の人は家庭の三大災難である火事，盗難，幽霊とは無縁なので，彼らのバイタリティー
にあふれた性格になじむことができる人は，その周りにいると幸せになれるであろう。寅
年生まれは人生に対して楽観的で，優れた感化力を持ち，人々のさまざまな感情を呼び起
こすことができるが，決してクールというわけではない。ともあれ，寅年生まれは人を引
き付け，みんなの注目の的になりやすい。また生まれつきタフで無鉄砲な嫌いがあり，普
段から行動が素早いが，疑い深く，すぐに気持ちがぐらつくため，いいかげんに物事を決
めてしまうことがしょっちゅうである。また何をするにも非常にオープンで，胸にしまっ
ておくことを知らず，人柄は誠実で優しくて，気前がよく，素晴らしいユーモアのセンス
を持っている。寅年生まれは意志が固く，今どれほど落ちぶれていても，どれほど深い打
撃や偏見にぶち当たったとしても，それを気に掛けたり力を落としたりする素振りなど微
塵も見せず，たとえ一縷の望みしか残されていなくても，それを頼りに命の炎を燃え上が
らせ，決してあきらめない不屈の精神を見せ付ける。寅年の人は大きく二つのタイプに分
かれる。一つは温和で敏感，そして思いやりのあるタイプ，もう一つは頑固で勝手，分別
がないタイプである。ロマンチストで，遊び心にあふれ，感情豊かな寅年生まれと恋愛や
結婚をするとさまざまな思いを抱くことになるだろう。彼らは嫉妬すると過剰な独占欲を
見せ，すぐ口げんかになるからだ。面白いことに，寅年の人の人生には無鉄砲なのに優柔
不断という二つの欠点が付きまとうのだが，総じて陽気で楽観的である）
この性格判断から，寅年生まれの人の性格は次のようにまとめることができるであろう。
良い面：
「強大」「意欲的」「度胸がある」「尊敬される」「楽観的」「中心的な存在」「素早い」
「オープン」「誠実」「気前がいい」「ユーモアがある」「意志が固い」「粘り強い」
「感情豊かである」
良くない面：
「無鉄砲」「疑い深い」「動揺しやすい」「独占欲が強い」
虎のイメージに関する一考察
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５ おわりに
「虎」の原型は中華民族の形成期にまでさかのぼる。原始の時代，獰猛な野獣と向き合っ
た先人たちは，彼らを征服したいと考え，それをイメージ化して自分のシンボルとしたが，
中でも「虎」を選んだのは虎の雄々しさに魅せられたからである。中華民族の始祖の一人
とされている伝説の神，「伏羲」は虎神であり，また自然を人格化した結果，「虎」は十二
支でも最良の部類に属する干支となった。「百獣の王」と称えられる虎は，他を圧倒する実
力ゆえに動物界で覇を唱えているが，言語文化や民俗文化においても，強者や王者のイメー
ジ，英雄豪傑のシンボルとして受け取られている。前述した“虎気”，“虎歩”，“虎視”，“虎
背熊腰”，“虎嘯風生”などのほか，現代中国語ではあまり用いられない“虎士”（勇猛な武
人），“虎夫”（勇者），“虎彪”（たくましい），“虎旅”（精鋭部隊）などの言葉もあるが，こ
れらは「虎」がその雄々しいイメージから，自ずと軍事に結び付けられ，屈強な軍隊のシ
ンボルとされたために生まれたものである。さらに虎には重厚なイメージがあるため，尊
敬や羨望の対象という色彩も帯びている。十二支の「虎［寅］」が人生の理想像であるの
は，「寅」の刻は明け方の４時ごろで，良き一日の始まりに当たり，さらに寅月とは正月の
ことで，良き一年の始まりに当たるためであり，「虎［寅］」は干支としても羨望の的なの
である。
反面，虎は獰猛，危険，残酷の象徴でもあり，“虎口”，“虎穴”などの言葉や一部の民話
はこの負の面を反映している。虎はこの本性ゆえに，悪者の象徴とされ，“龍争虎斗”は横
暴の限りを尽くす虎のイメージを映し出している。十二支の虎のイメージは極めて芳しく，
民話のイメージは好ましいものとそうでないものがあり，後者がやや勝っている。そして
言語におけるイメージもやはり二面的であるが，こうした人々の相反する心理，すなわち
虎を恐れながらも敬うという心理は，多くの原因から生まれたものである。「白虎」は古代
中国の四神の一つであり，またはるか昔，虎は農業の大敵である猪を主な獲物としていた
ため，客観的な意味でも人類の友人であった。“虎虎有生気”などの言葉にも人類の「虎を
愛する」心理がうかがえ，この心理は言語だけでなく，彫刻や絵画，切り紙，服飾といっ
た民間芸術にも如実に現れている。虎のイメージは何百年，何千年もの長きにわたり，絶
えず創造と変化を繰り返し，常に生命力をみなぎらせているのである。
注
１）杜季良：漢代の名高い才人。
２）劉巴：字を子始といい，年若くして策略にたけ，その名は巴蜀の地に知れ渡っていた。
３）昭奚恤：楚の国の名将で，北方諸国は彼を恐れた。
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４）帳簿を管理し，庶務をつかさどる官。
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